
二
茅

圃
場
試
験
の
寅
験
的
課
差
並
に
諸
種

坪
刈
法
の
比
較

農
作
物
は
如
何
な
る
注
意
を
以
て
す
る
も
-
圃
場
内
に
於

て
き
へ
一
様
な
る
生
育
は
遂
げ
し
め
難
い
の
で
あ
る
、
此
生

育
の
不
平
等
性
は
其
頼
苗
の
個
性
に
も
よ
り
、
土
地
の
不
均

一
ゃ
.
成
は
肥
料
の
偏
ち
ゃ
、
其
他
種
や
雑
多
の
不
明
の
原

因
が
成
は
軍
縄
に
、
成
は
相
開
通
し
4
L

一個〈
ζ

さ
よ
h
起
る

避
〈
べ
か
ら
ぎ
る
事
貨
で
ゐ
る
、
ぞ
れ
故
吾
々
さ

L
て
は
其

生
育
の
不
平
等
性
が
普
通
如
何
な
る
程
度
に
あ
る
も
の
な
b

ゃ
に
就
き
葉
大
要
に

τも
之
を
測
定
し
て
置
き
度
い
の
で
、

其
測
定
量
が
明
か
に
な
れ
ば
栂
々
の
目
的
を
以
で
行
は
る
h

闇
場
試
験
の
信
用
程
度
も
自
ら
推
知
し
得
ぺ

t、
戒
は
又
業

生
育
不
平
等
性
の
有
機
が
明
か
に
な
れ
ば
揮
刈
の
諸
法
乞
も

見
出
し
得
ぺ
〈
、
叉
其
坪
刈
b
成
蹟
の
信
用
程
度
も
亦
自
ら

確
め
ら
る
h

課
で
あ
る
、
慮
が
我
固
で
は
ま

r此
生
育
の
不

平
等
性
さ
云
ふ
こ
さ
に
つ
き
数
量
的
に
未
だ
何
人
も
賞
測
や

掛
算
を
し
て
居
る
人
が
見
嘗
ら
な
い
か
ら
私
は
水
稿
及
大
要

農
事
得
業
士

一一一

宅

千

秋

に
つ
き
生
育
不
平
等
性
の
程
度
を
賞
測
し
、
・
そ
れ
を
基
ξ
し

て
普
通
の
圃
場
試
験
の
信
用
程
度
を
論
じ
温
ん
で
稲
の
諸
積

揮
刈
b
を
行
ひ
パ
其
坪
刈
牧
量
の
偏
差
を
比
較
桝
究
し
て
見

た
の
で
、
以
下
少
し
〈
此
桝
究
の
事
賞
ご
結
論
さ
を
摘
要
す

ぺ
し
。第

大
安
に
就
き
行
ひ
た
る
坪
刈

の
結
果

千
九
百
十
三
年
の
夏
盛
岡
高
等
農
林
事
使
の
賞
験
農
場
で

均
一
状
態
で
試
作
し
た
傑
掃
の
大
婆
を
畦
に
沿
ふ
て
操
吠
に

恰
度
一
時
に
相
営
す
る
地
積
分
を
一
束
さ
し
て
牧
穫
し
其
種

賓
の
牧
量
を
秤
量
し
其
各
一
坪
直
牧
量
の
平
均
牧
量
に
劃
す

る
標
準
偏
差
を
算
出
し
次
仁
文
其
隣
接
匿
を
次
第
に
全
計
し

て
三
郎
匹
、
五
坪
臣
、
十
坪
院
等
ご
な
し
其
牧
量
の
標
準
偏

差
を
計
算
し
た
。
別
に
叉
一
一
昨
匿
の
牧
量
を
等
距
離
に
散
在



的
に
合
計
し
て
散
在
三
坪
匿
、
五
坪
臣
、

す
坪
直

九一
例
へ
ば

百
直
中
で
は
第

}
匝
ど
第
三
十
四
匝
さ
第
六
十
七
百
陣

t
を
合

せ
て
散
在
三
坪
の
第

一
直
ご
し
第
二
匿
と
第
一
二
T
任
直
ご
第

六
十
八
匝
さ
を
合
せ
た
も
の
を
散
在
三
坪
の
第
二
区
ま
す
る

が
如
し
)
等
の
牧
量
偏
差
'乞
計
量
し
そ
り
結
果
よ
b

4

一
坪
臨
の
牧
量
の
標
準
偏
差
は
約
、未
八
M

初
で
あ
っ
た

?
』
グ
』

回
F

建
績
合
計
匝
よ
り
も
散
在
合
酔
匝
の
偏
差
が
同
一
面

積
の
も
の
な
る
限
b
少
量
な
る

ζε
。

川
此
宵
験
の
結
果
に
よ
り
て
坪
刈
b
r・-云
ふ
こ
と
に
も

一
般

リ
試
料
採
取
法
内

F
呂
志
掲
出
曲
目
v
a
u
の
原
理

が
適
用
し
得
る
も
の
な
る
ミ
言
。

等
の
怠
を
明
か
に

L
た
。

(此
項

ω
詳
細
は
農
串
曾
報
第
百

二
・庁
七
競
第
一一半
頁
乃
至
第
ニ
ナ
九
再
審
照
v

稲
作
に
就

τ行
ひ
た
る
坪

刈
の
結
果

第
二

千
九
百
す
附
年
太
原
奨
麗
曾
桝
究
所
の
普
通
試
作
固
に
栽

給
せ
る
水
柏
に
つ
き
要
作
の
一
場
合
さ
同
様
に
正
僚
植
を
な

ι

詑
ゐ
鱈
株
を
国
的
こ

偶
よ
り
始
め
宜
線
的
K
戎
第
。に
五
十
株

宛
を
刈
取
h
て
一
束
さ
な
し
此
}
匿
の
楓
牧
量
を
辞
量
し
ず
市

其
各
匝
の
平
均
牧
量
を
求
め
標
準
偏
差
を
測
定
せ
る
じ
其
量

は
約
未
払
刊
で
ゐ
っ
た
、
備
は
隣
措
合
計
嵐
や
散
在
合
計
直
牧

量
の
標
準
偏
差
を
求
め
て
見
な
が
何
れ
も
其
敏
量
の
要
作
の

場
合
よ
b
も
少
量
で
ゐ
っ
た
外
其
有
様
は
一
様
な
る
結
論
に

到
達
す
る
慢
な
成
蹟
を
得
た
。
《
此
詳
細
な
る
報
告
は
農
事

曾
報
第
百
五
十
五
競
四
百
七
十
三
頁
乃
至
四
百
A
十
九
頁
拳

照
)第

岡
場
試
験
の
成
蹟
剣
定

に
就
て

前
記
の
如
〈
圃
場
試
験
の
結
果
は
或
特
定
の
周
子
が
各
匝

に
差
別
的
に
作
用
せ
守
ご
ち
可
成
不
平
等
な
る
生
育
を
産
む

も
の
た
る
を
免
』れ

.3る也、
ゆ
で
あ
る
か
ら
普
通
の
圃
場
試
験

で
其
各
匝
面
槙
の
僅
か
に
歎
坪
又
は
十
敏
坪
K
過
ぎ

g
dm場

舎
で
は
前
記
の
寅
例
に
k
h
J
7
・見
主
も
明
が
な
る
が
如

f
各

匝
の
牧
量
の
差
が
十
J

駒
内
外
で
も
此
差
異
は
全
然
各
匝
に
差

別
的
に
作
用
せ
し
め
た
る
成
嶋
定
因
子
の
結
果
に
よ
る
も
の

な
h
E断
言
は
出
来
難
か
る
4

・
〈
、
従
つ
4
t
闘
場
試
験
を
設

計

ιBAは
其
結
果
よ
り
或
特
定
因
子
の
作
用
を
判
定
せ
ん
ご

す
る
一日
は
縄
苗
に
純
系
な
る
も
の
・を
刷
ふ
る
等
の
注
意
お
可
制
'

aw
に
す
る
の
外
じ
開
場
試
験
Em
の
面
積
.
匝
歎
及
ぴ
其
各
医

ご

-i'



の
眠
凋
辱
に
O
き
考
慮
令
憂
す
ぺ

'
h
m少
な
伽

64y幡
町
あ
る

裳
考
慮
の
要
点
に
つ
き

τは
P
M
V・
園
長
書
島
町
-
L
F

田
市

'
Eぴ
2・
42箆
等
の

g・
3
g骨居
混
同

L

t
凶

drvg邑
乱
時
一
軍
国

g
包
色
陵
町

1
B
E
3
9

・a

国
民

S
F
M向。
4
・
z
-
M
に
詳
細
で
ゐ
る
か
ら
そ
れ
を
塞
照
せ
ら

れ
た
い
。

稲
の
坪
刈
法
の
正
確
度
並
に

其
諸
方
法
の
得
失
仁
就
き
て

千
九
百
十
四
年
大
原
奨
麗
曾
梼
究
所
の
普
通
試
作
田
六
枚

に
つ
き
《
六
枚
の
水
田
は
何
れ
も
一
反
歩
内
外
で
あ
っ
棺
》
嵐
官

一
様
に
左
艇
の
敷
種
埠
刈
怯
砂
希
ひ
て
各
種
坪
刈
成
蹟
の

E

確
度
並
び
に
其
措
法
の
得
失
を
併
量
輸
通

ιて
見
花
。

第
占
u

法
ご
聞
場
中
を
見
韓
し
で
代
表
的
生
育
部
品

w
m
b
e

憾
む
る
歯
闘
を
選
揮
し
て
略
正
方
形
に
五
十
株
を
刈
取
b
て
之

を
U
匿
さ
な
し
・
備
陪
代
表
生
育
の
場
所
は
一
ク
所
に
隈

ι

な
い
か
ら
閥
横
の
他
の
部
分
か
ら
閥
横
に
葺
十
棒
を
刈
り
て

m置
を
得
、
同
様
に
し
で
配
置
を
得
.
英
三
匝
を
合
せ
を

ゆ
匝
を
得
花
、
其
各
匝
の
牧
量
を
坪
刈
成
瞳

ιι
花
。

第
三
法
一
間
場
中
其
代
表
的
命
脊
を
な
ぜ
h
v

さ
龍
め
ら
る

る
部
位
に
長
さ
小
択
芭
二
小
択
さ
の
ニ
本
の
縄
を
底
角
に
艇

第
四

震

ら
其
縄
で
闘

-aれ
棺
義
方
u
m郁
舟
中
で
短
温
帽
に
滑
へ
る
其
爾

構
及
び
中
央
値
帽
の

g
'所
で
み
甲
ニ
興
に
油
田

4
3株
放
を
刈
取

aq
方
桧
で
b
s
a

第
三
法
一
金
綱
場
申
血
肉
表
的
生
育
部
位
十
ケ
所
を
趣
ぴ
其
+

ゐ
掛
川
よ
b
各
φ
捨
縁
宛
を
刈
取
8
ぞ
守
一
枚
の
回

4h，
都
骨
百

株
を
枇
穫
す
各
方
怯
.

第
同
格
金
剛
場
め
虫
な
る
凶
偶
角
者
養
点

g
L相
衝
す
る

こ
偶
に
劃
角
線
的
に
縄
仁
伊
藤
b
其
縄
に
・
泊
《
る
揮
を
二
凋
・
中

よ
ι

ふ
4
y
-
株
痴
を
刈
取
り
ず
品
チ
ゼ
合
計

Lて
一
東
軍
す
る

方
怯
怖
で
}
脅
角
線
の
事
管
仏
、
他
の
劃
角
線
の
ま
骨
組
、
用

者
を
舎
は
し
た
虜
簡
を
鉛
直
牧
量

zι
t見
た
の
で
あ
る
。

此
法
で
は
強
め
刈
取
・
株
般
を
遁
宜
に
定
め
能
は
必
の
で
、
そ

れ
は
回
の
形
献
血
m
狭
仁

4
・9τ
皆
相
異
な
る
の
で
あ
る
。

第
五
法
之
は
網
垣
博
士
の
方
形
で
其
方
治
は
詳
細
に
稲
垣

博
士
著
賓
験
農
串
第
百
五
十
九
頁
以
下
に
摘
出
せ
ら
れ
て
居

乱
帽
。以
上
@
諸
法
は
何
れ
ae
株
数
標
準
の
押
刈
h
y
で
あ
る
か
品

質
際
の
面
積
信
与
牧
量
を
知
ら
ん
ざ
す
る
に
は
別
に
面
積
書

り
の
線
数
セ
賞
測
す
る
必
要
が
あ
る
、
そ
@
湾
民
は
少
な
〈

Z
も
十
聞
位
の
縄
を
直
角
に
摂
与
問
嘗
り
株
厳
を
測
定
す
吋

L
o
著
者
は
網
や
凄
で
は
直
倭
に
揮
嘗
h
v
牧
量
を
求
め
ん
d
g



す
る
よ
り
も
前
配
の
如
〈
株
嘗
り
牧
量
さ
坪
嘗
h
v
株
敏
乞
を

別
々
に
測
定
す
る
方
遁
か
に
正
確
な
る
を
信
じ
皆
此
方
法
を

取
っ
花
の
で
あ
る
。
六
枚
の
水
田
に
つ
き
以
上
の
法
を
各
別

に
同
様
に
行
ひ
て
次
の
結
論
を
産
む
様
な
る
成
蹟
を
得
た
。

但
し
各
匝
の
標
準
偏
差
の
量
は
其
刈
取
株
数
む
平
方
根
に
逆

比
例
す
る
も
の
で
ゐ
る
か
ら
前
配
の
諸
方
法
仁
於
り
る
標
準

偏
差
を
比
較
す
る
に
は
何
れ
色
最
小
二
乗
誌
の
散
ふ
る
所
に

よ
り
て
株
放
の
多
少
を
無
影
響
芭
な
し
得
る
様
に
改
算
し
て

後
に
之
そ
比
較
し
花
。

4

代
表
的
生
育
部
位
を
建
定
す
る
際
に
は
概
ね
一
様
に
異

の
代
表
的
部
分
よ
り
は
街
々
生
育
の
可
良
な
る
部
分
台湾
選

出
し
花
が
る
様
な
傾
向
を
包
め
た
。

川
第
三
法
及
び
第
四
法
は
同
一
一
株
般
を
刈
取
る
芭
せ
ば
諸

法
中
勝
れ
花
る
方
法
で
あ
る
殊
に
第
四
法
は
何
人
が
之
を

桁
ふ
も
特
に
寵
定
を
要
せ
ざ
る
良
法
で
あ
っ
て
第
二
法
は

最
る
不
正
確
な
り
第
五
法
は
刈
取
ち
の
手
叡
の
繁
な
る
に

描
b
令。

川
，
土
地
に
不
平
均
ゐ
b
、
手
入
れ
に
不
平
等
ゐ

h
、
積
苗

に
必
4
7
個
体
の
襲
異
あ
り
、
其
他
非
常
に
多
数
の
数
へ
切

れ
な
い
稽
因
子
あ
り
て
生
育
を
不
平
等
な
ら
し
む
、
故
仁

・

岡
場
試
験
所
で
虞
特
定
め
一
悶
子
の
影
響
を
試
験
せ
ん
芭

す
る
縛
め
に
は
可
成
の
試
験
匝
面
積
を
要
す
ぺ
〈
、
且
つ

一
試
験
中
の
一
一
傑
件
直
も
必
守
一
匝
に
限
ら
守
、
岡
一
一
僚

件
直
を
数
個
段
け
此
数
個
を
試
職
圃
場
中
に
散
在
せ
し
め

此
散
在
同
一
一
傑
件
匝
の
牧
量
を
合
計
し

τ
一
匝
牧
量
ご
な

し
・
同
様
に
な
し
た
る
他
匿
の
成
蹟
さ
之
を
比
岐
し
て
其

牧
量
の
差
が
其
面
積
に
相
等
の
前
記
標
準
偏
差
量
よ
b
多

き
こ
芭
何
倍
な
る
か
の
場
合
に
の
み
其
牧
量
の
差
は
生
育

不
平
等
性
に
基
悶
す
る
も
の
で
な
〈
し
て
蔵
特
定
因
子
の

影
響
な
り
ま
剣
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

此
の
如
〈
成
多
数
の
不
明
の
原
因
に
基
き
て
生
令
る
生
育
の

不
平
等
性
仁
よ
る
偏
差
は
前
配
の
如
〈
可
成
に
其
最
大
な
る

.
ち
の
な
る
が
故
此
偏
差
を
少
な

t
す
る
錦
め
に
は
一
般
的
試

料
採
取
法
の
原
理
K
基
き

τ之
を
少
な
〈
L
て
試
験
せ
ん
E

す
る
歳
特
定
の
因
子
に
基
き
て
生
や
る
牧
量
の
差
を
明
か
に

認
め
得
る
様
に
計
劃
せ
ね
ば
な
ら
向
。=-Lm 


